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③  2026年 1月

せんだんの館は地域に開かれた

施設を目指しています。
おたつしやだよりでは、せんだんの館
の日常や出来事を発信しています。おたつしやだより
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デイサービス

デイサービスでは、多彩なレクリ正一シ∃ンを実施してい
ます。身体を動かす体操やゲームだけでなく、手先や感性を
大切にする「創作活動」にも力を入れています。
少し前にはなりますが、深まる秋をテーマに「紅葉」の絵
画制作を行いました。皆さま、ご自身が思い描く色とりどり
の秋をイメージしながら、真剣な眼差しで画用紙に向き合つ
ておられたご様子が印象的でした。完成した作品はどれも個
性的なものとなりました。これらの作品はデイサービス内に
掲示しており、皆さまの会話に花が咲くきつかけにもなつて
います。指先を使い、感性を研ぎ澄ませる創作の時間は、脳
の活性化だけでなく心の癒やしにも繋がりますね。ぜひ一度
、デイサービスヘ遊びにいらしてください。皆さまの笑顔に
お会いできるのを楽しみにしております。お気軽にお問い合
わせください。

‐ず尊=

●
ショートステイ

爾 麟

東北文化学園大学看護学部の方々が実習の中で、利用
者様向けのレクリエーシ∃ンを企画 。実施してください

ました。座つたままできる軽体操から始まり、ことわざ
の穴埋め問題に取り組む脳 トレも準備してくれました。
利用者様は、「何だつたかな ?」 「思い出した !」 と真
剣に取り組まれるご様子が見られました。二人一組のペ

アでは、新聞紙を丸めた棒でのボールを渡すレクリエー

シ∃ンにも挑戦 1協力しながら取り組む中で笑顔や笑い
声が広がり、ナイスキャッチが決まると拍手や歓声が上
がるなど大盛り上がりでした。学生の皆さんが利用者様
一人ひとりのご様子に配慮されており、工夫して進行し
てくださつたことで、笑顔あふれる楽しいひと時となり
ました。東北文化学園大学看護学部の皆さん、ありがと
うございました。

音楽ボランテイアの行田さ
の『オンラインコンサート』を

開催しました。「心ひとつに一

致団結 地域でつなぐ絆のバ ト
ン」をテーマに、歌を通じてつ

ながる機会をいただきました。
全 11曲 (リズム体操を含む)、
約 40分のコンサート。

皆さんからは「懐かしいね !」 「久しぶりに歌いますね♪」
と、一緒に歌つて楽しまれる方や、体でリズムをとられる方
など、皆さんそれぞれのペースで参加いただきました。コン
サート後には、「大きな声で歌うと、すつきりしますね !」

と笑顔で、感想の声をきただくことができました
貴重な機会をご提供いただき、行田さんには感謝申し上げま
す。

せんだんの館では介護の仕事をしたい方を募集していま
す。「ちょつと時間がある」「誰かの役に立ちたい」など
ご高齢の方の役に立ちながら働いてみませんか

'き
っと、

ご自身の健康づくりや地域貢献による充実感も得られます
よ。短時間からでもOKです。年齢や経歴も問いません。
ちよつと話を聞いてみたいという方は、お気軽に下記の運
絡先までお問い合わせください。     `n_
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利用者様への直接的

な介護はもちろん、

周辺業務でも大文夫
です。

。身体介護
・食事の片づけ
。ベッドメイク
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一一・趣味活動の手伝い

。話し相手 など

介護保険サービス
・居宅介護支援事業所
。デイサービス (定員 140名 )
生活支援通所型サービス (定員 :10名 )
・ショートステイ (定員 :20名 )
・特別養護者人ホーム (定員 1100名 )

専門職の出張講話

口腔や栄養、運動などの健康
についての講師ができます。
地域の会合やサロン、オンラ
インでも受付できます !

ぶ らつ とカ フェすまいる
。北仙台コミュニティセンター
・荒巻コミュニティセンター

毎月開催中 !お気軽にご連絡
ください。

: 北仙台地区ふくし事業所
:   連絡会ふわつと
:毎月第3火曜日15時 30分頃～
口地域清掃実施。青いビブスが目印 !

:福
祉なんでも相談会も開催します。

社会幅社法人 贅北複社会
連絡先

sQ[ldaコ_二yζ⊇sendarェ Qi■o

ご相談 。ご見学はお気軽にご連絡
ください。

せんだんの館の
日常やお知らせ

をSNSで発信中

回『 1回
囀  甲

暫醜 響
せんだんの館 022‐303-0371

せんだんの館
発行元 :地域ワーキングチーム
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